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会員増強運動実施中

　 主な内容 　
・部会報告
・会員訪問記　イキ活きと商い中！

　ナチュラルダイニング　HACCO

　

今
月
号
は
「
日
御
碕
（
ひ
の
み
さ
き
）」
で
す
。

　

８
万
４
千
の
鬼
神
の
大
将
で
あ
る
「
彦ひ
こ
は
る春
」
と
い
う
荒
武
者
が
、
我
が
物
顔
で
自
由
自
在
に
海
に

出
没
し
、
悪
事
を
重
ね
な
が
ら
日
御
碕
に
襲
来
し
た
と
こ
ろ
、
日
御
碕
一
帯
を
守
っ
て
い
た
女
神
「
日

御
碕
大
明
神
」
と
の
戦
い
に
な
り
ま
す
。
果
敢
に
し
て
高
徳
、
気
高
な
る
日
御
碕
大
明
神
の
前
に
、 

手
下
を
従
え
て
頑
固
に
抵
抗
し
て
い
た
彦
春
も
遂
に
平
伏
し
た
と
い
う
物
語
で
す
。



■ 金融保険部会（令和８年６月17日）

検 討 内 容 金利引き上げ・物価高の影響による資金調達と各種補助金申請の情報提供、福
利厚生や健康経営等による企業サポート

今 後 の 課 題 地域全体の人口・企業数減少や後継者不足に伴う人手不足、若者の働く意識の
変化、自社DXの遅れと高齢客の紙志向へのハイブリッド対応

今後の方向性 他部会や金融・支援機関合同の勉強会・交流会の開催、若い世代への金融リテ
ラシー・キャリア教育による人材確保

■ 運輸交通部会（令和８年６月12日）

検 討 内 容 経営支援・交通インフラ整備・人手不足対策の要望精査、燃料不足や人件費高騰、
夜間タクシー低迷の共有

今 後 の 課 題 2024年問題（労働時間規制）の影響と深刻な人手不足・高齢化、外国人雇用障
壁や車両価格の高騰

今後の方向性 具体的な現場意見の集約と組織的な要望活動の強化、職場体験等を通じた次世
代への魅力発信、補助金・資金繰り支援

■ 観光サービス部会（令和８年６月10日）

検 討 内 容 コスト高騰対策や駅周辺活性化に関する要望精査、宿泊低迷や夜間移動手段（タ
クシー・代行）不足、飲食店不足の課題共有

今 後 の 課 題
関連産業（タクシー・代行・クリーニング等）の深刻な人手不足、市民の外食
文化への関心を高めることと夜間営業難、世界遺産石見銀山登録20周年・発見
500年記念に向けたPR不足

今後の方向性 定期的な回遊性のあるイベント開催による賑わい創出、市内飲食店利用の提案
による地元消費喚起、生成AI等のデジタル実務支援

■ 庶業部会（令和８年６月10日）

検 討 内 容 人材確保・DX・創業支援・物価高対策などの行政要望精査、資材高、最低賃
金上昇、士業高齢化、省力化の限界などの課題共有

今 後 の 課 題 若者流出や特定職種の採用難などの人手不足、人口減少による市場縮小、事業
承継や事業者間連携・統合への対応

今後の方向性 「課題を共有しあう場」としての定着、専門分科会の設置による意見集約、事
業者間連携の仕組み作りと生成AI・補助金等の情報横展開、実務的経営支援

なつかしの国 石見 （2）



　当所会員においては、業種ごとに８つの部会のいずれかに所属しています。
　６月に開催した部会では、現状を把握し、部会での検討内容や課題の抽出について協議を行い、
今後の部会活動の方向性を決定しました。
　部会は、業種ごとの動向や様々な問題について協議し、情報交換を行う場です。今後も是非ご
参加ください。

■ 小売部会（令和８年６月４日）

検 討 内 容 インフラ・経営支援等の行政要望の精査、大型店進出や人口減少による現場課
題・デジタル活用の議論

今 後 の 課 題 人口減少による市場縮小への危機感・対策の不足、デジタルマーケティング
（SNS等）の支援体制不足

今後の方向性 地域イベント等による地域活性化、子ども達へ地域の仕事の魅力発信、SNS成
功事例共有などの実務的支援

■ 卸売部会（令和８年６月９日）

検 討 内 容 経営・DX支援やインフラ整備等の行政要望精査、ナフサ不足に伴う建材・肥
料等の供給不足に関する課題共有

今 後 の 課 題 大企業との賃金格差による人材確保・定着の難しさ、資材調達難やトラック不
足等の物流トラブル

今後の方向性 部会員同士の意見交換・コミュニケーションの場、会員への個別かつ確実な連
絡体制の整備

■ 工業部会（令和８年６月９日）

検 討 内 容 業界団体の独自要望書との連携や経営・インフラ支援要望の精査、深刻な人手
不足、原材料高騰、設備更新や電子手形移行に対する混乱などの課題共有

今 後 の 課 題 夜勤体制が組めないほど深刻な人手不足とUIターン促進対策、石油・資材高騰
の価格転嫁難とAI・自動化技術への設備投資（補助金対応含む）の負担

今後の方向性 保有技術の共有とマッチング体制の構築、補助金申請サポートやAI・DX実践
セミナーの開催

■ 建設部会（令和８年６月10日）

検 討 内 容 山陰道早期整備・市内優先発注・リフォーム補助金等の行政要望精査、資材供
給難・価格高騰の対策共有

今 後 の 課 題 若者流出や外国人雇用などの深刻な人手不足、物づくりの楽しさを伝える広報
やイメージ刷新・技能継承、人口減少による市場・需要縮小

今後の方向性 ４分科会による専門的課題抽出の検討、懇親会等を活用して事業者間同士の連
携や行政・知事との直接対話、補助金・資金繰り等の実務的経営支援

部会報告
（3） なつかしの国 石見



　

島
根
県
内
の
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
全

体
の
90
％
ま
で
完
成
し
て
お
り
、
令
和
7
年
3

月
の
「
出
雲
・
湖
陵
道
路
」「
湖
陵
・
多
伎
道
路
」

の
供
用
開
始
に
よ
り
、
大
田
市
以
東
が
全
国
高

速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
直
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
当
地
域
で
は
人
口
減
少
や
深
刻
な
人

材
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

広
域
的
な
移
動
時
間
の
短
縮
は
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
強
靭
化
や
商
圏
拡
大
を
も
た
ら
す

だ
け
で
な
く
、
若
者
の
定
住
促
進
に
向
け
た
投

資
環
境
を
整
備
す
る
上
で
不
可
欠
な
基
盤
で
す
。

ま
た
、
企
業
の
経
営
戦
略
や
投
資
計
画
の
策
定

　

当
所
齊
藤
会
頭
が
会
長
を
務
め
る
「
山
陰
道
（
出
雲

－

江
津
間
）
早
期
実
現
推
進
協
議

会
」
は
、
山
陰
道
の
早
期
全
線
開
通
を
促
進
す
る
た
め
に
、
自
治
体
で
構
成
す
る
期
成
同

盟
会
と
連
携
し
、
国
土
交
通
省
を
は
じ
め
関
係
機
関
へ
の
要
望
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

に
お
い
て
も
、整
備
の
加
速
は
極
め
て
重
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
山
陰
道
は
「
命
の
道
」
と
し
て
、

災
害
時
の
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
確
保
や
救
急
搬
送

時
間
の
短
縮
、
医
療
体
制
の
強
化
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
ま
す
。
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
の
基
盤
で
あ
り
、
企
業
の
安
定
し

た
事
業
継
続
の
観
点
か
ら
も
、
一
刻
も
早
い
完

成
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

東
西
の
拠
点
が
連
結
さ
れ
つ
つ
あ
る
今
、
島

根
県
内
最
大
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
を
解
消
し
、

山
陰
道
本
来
の
経
済
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
発
揮
で

き
る
よ
う
、
出
雲

－

江
津
間
の
全
線
開
通
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

〈
要
望
項
目
〉

◇
現
在
事
業
中
の
「
福
光
・
浅
利
道
路
」
に
つ

い
て
、
開
通
年
度
を
公
表
し
た
上
で
一
日
も

早
く
完
成
さ
せ
る
と
と
も
に
、
山
陰
道
の
残

る
区
間
に
つ
い
て
も
着
実
に
推
進
し
、
早
期

全
線
開
通
さ
せ
る
こ
と
。

◇
高
規
格
道
路
は
、
平
時
に
お
い
て
人
流
・
物

流
の
円
滑
な
移
動
を
確
保
し
、
大
規
模
災
害

時
に
お
い
て
は
速
や
か
な
復
旧
・
復
興
を
支

え
る
最
も
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
こ
と
か

ら
第
１
次
国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
に
基

づ
き
、
物
価
高
騰
等
の
影
響
を
反
映
し
た
う

え
で
継
続
的
・
安
定
的
に
必
要
な
予
算
を
確

保
す
る
こ
と
。

◇
安
全
・
安
心
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持

を
図
る
た
め
、
道
路
施
設
の
老
朽
化
対
策
に

必
要
と
な
る
継
続
的
で
確
実
な
予
算
・
財
源

を
確
保
す
る
こ
と
。
ま
た
、
点
検
・
診
断
・

補
修
等
に
対
す
る
補
助
制
度
や
人
材
育
成
を

は
じ
め
と
す
る
支
援
体
制
等
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
。

◇
周
辺
道
路
も
含
め
、「
福
光
・
浅
利
道
路
」

に
お
け
る
給
油
施
設
へ
の
適
切
な
案
内
誘
導

標
識
を
設
置
し
て
、
利
用
者
の
快
適
な
利
用

と
安
全
性
の
確
保
を
図
る
こ
と
。

　

7
月
9
日
、
標
記
大
会
が
鳥
取
市
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ

ー
タ
ニ
鳥
取
に
て
205
名
が
集
ま
り
開
催
さ
れ
、
当
所
女
性

会
か
ら
は
岡
本
会
長
と
会
員
3
名
で
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
て
令
和
7
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
令
和

8
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
の
承
認
の
あ
と
、
式
典
・

講
演
会
・
懇
親
会
が
あ
り
ま
し
た
。
講
演
会
で
は
「
女
性

活
躍
っ
て
な
あ
に
？
～
自
分
ら
し
さ
、
地
域
ら
し
さ
～
」

と
題
し
て
、
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｌ
㈱ 

代
表
取
締
役
グ
ル
ー

プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
中
江
康
人
氏
に
よ
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、「
麒
麟
獅
子
舞
」
や
「
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
傘
踊
り
」
の

披
露
が
あ
り
、
会
員
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

次
年
度
は
、
広
島
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

7
月
22
日
、
中
国
電
力
㈱
島
根
支
社
へ
の
標

記
見
学
会
に
会
員
15
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
映
像
を
見
た
り
、
実

際
に
敷
地
内
を
め
ぐ
り
間
近
で
施
設
を
見
学
し
、

原
子
力
館
で
は
、
設
備
の
詳
細
な
説
明
を
受
け
、

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
意
見
交
換
会
で
は
、
自
然
災
害
へ

の
備
え
を
含
め
環
境
的
、
人
的
の
多
方
面
か
ら

幾
重
に
も
努
力
と
工
夫
が
あ
り
、
私
た
ち
の
生

活
に
欠
か
せ
な
い
電
力
の
供
給
が
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
理
解
が
深
ま
っ
た
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

山
陰
道
は
地
方
創
世
推
進
に
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
す

山
陰
道
は
地
方
創
世
推
進
に
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
す

中
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　

鳥
取
大
会
開
催

女
性
会
だ
よ
り

島
根
原
子
力
発
電
所
見
学

女
性
会
だ
よ
り

島
根
原
子
力
発
電
所
見
学
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※この制度は商工会議所が生命保険会社と締結した「（福祉）団体定期保険契約」に基づいて運営されます。

「もしや」や「まさか」に備えて安心！
商工会議所の　　 　　　　 　 　 　役員および従業員の福利厚生

にご活用いただけます。

病気・災害による死亡、事故による入院を365日24時間保障。
医師の診査なしで簡単にお申し込みいただけます。 ※健康状態の告知が必要です。

掛金は全額損金または必要経費に計上できます。※記載の税務の取扱は、令和２年５月現在の税制に基づく
　もので、将来において保証するものではありません。

余剰金があれば配当金として還元されます。
商工会議所独自の給付制度（見舞金）もあります。
※ 不正行為や不法行為があった場合、保険金・交付金をお支払いできない場合がありますので、ご注意ください。

特長
生命共済制度「さんべ共済」生命共済制度「さんべ共済」

る
よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま
す
。

料
理
教
室
や
音
楽
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

　

人
数
が
集
ま
れ
ば
料
理
教
室
が
出
来
ま
す
。

栄
養
士
や
調
理
士
の
方
か
ら
の
希
望
で
教
室

を
開
催
す
る
こ
と
も
あ
り
、
発
酵
調
味
料
で

の
料
理
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
実
感
が

あ
り
嬉
し
い
で
す
。

　

ま
た
年
間
を
通
し
て
、
頻
繁
に
音
楽
イ
ベ

ン
ト
を
し
て
い
ま
す
。
店
の
一
角
が
ス
テ
ー

ジ
と
な
り
、
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
地
ビ
ー
ル

を
片
手
に
食
事
を
し
て
い
た
だ
き
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
せ
ま
す
。
毎
回
す
ぐ
に
満
員

に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ
！

　

ラ
ン
チ
、
デ
ィ
ナ
ー
、
お
酒
も
各
種
ご
用

意
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

　

弁
当
は
１
個
（
１
，２
０
０
円
）
か
ら
予

約
で
き
ま
す
の
で
ご
注
文
く
だ
さ
い
。

　

団
体
は
20
人
ま
で
お
受
け
で
き
ま
す
。
予

算
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
予
約
は
１
週
間
前

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

予
約
や
連
絡
は
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
イ
ン
ス

タ
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

い
と
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
良
い
ご

縁
が
あ
り
今
の
場

所
に
「
糀
（
こ
う

じ
）」
を
調
味
料

と
し
た
、
体
を
整

え
る
食
事
を
出
す

店
を
作
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

古
来
か
ら
糀
は

日
本
人
の
健
康
を
支
え
て
き
ま
し
た
が
、
現

代
で
は
あ
ま
り
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
よ

う
で
す
。　
　

　

店
で
は
糀
を
気
軽
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ

う
、
難
し
い
料
理
で
は
な
く
、
家
庭
で
も
再

現
で
き
る
、
お
い
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

食
は
大
事　

体
を
労
わ
っ
て
ほ
し
い

　

コ
ロ
ナ
で
外
出
が
難
し
い
時
期
に
、
糀
で

料
理
が
出
来
る
こ
と
を
知
り
、
勉
強
し
作
り

始
め
て
み
る
と
、
ど
ん
ど
ん
と
料
理
の
幅
の

広
が
り
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
発
酵
調

味
料
の
甘
糀
、
塩
糀
、
醤
油
糀
、
玉
ね
ぎ
糀
、

み
り
ん
な
ど
発
酵
調
味
料
の
み
を
使
用
し
た

メ
ニ
ュ
ー
が
沢
山
で
き
ま
し
た
。

　

店
の
全
て
の
料
理
が
シ
ュ
ガ
ー
、
グ
ル
テ

ン
、
添
加
物
フ
リ
ー
で
す
の
で
、
お
客
様
が

体
を
大
事
に
し
て
健
康
で
楽
し
い
人
生
と
な

　ナ
チ
ュ
ラ
ル
ダ
イ
ニ
ン
グ

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｏ（
ハ
ッ
コ
ウ
）

　

大
田
町
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
（
河
上
佳
与
子
代

表
）
は
、
グ
ッ
デ
ィ
ー
前
交
差
点
の
近
く
で

飲
食
店
を
営
ん
で
い
ま
す
。

自
分
が
楽
し
ん
で
光
る
こ
と
が
で
き
る

　

２
０
２
４
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
今
年

3
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
店
名
ハ
ッ
コ
ウ
は
、

「
発
酵
」
の
こ
と
で
す
。
併
せ
て
「
発
光
」

の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
”
自
分
が
楽

し
く
光
り
輝
く
こ
と
が
大
事
“
と
い
う
思
い

を
込
め
て
い
ま
す
。

　

接
客
が
好
き
で
、
い
ず
れ
は
店
を
持
ち
た

イ

活
キ

き

と

商
い
中
！

会　員
訪問記

Vol.137

住　

所
：
大
田
町
大
田
ハ
125

－

1

定
休
日
：
水
・
木
曜
日

営
業
時
間
：

　
　

ラ
ン
チ
＆
カ
フ
ェ
11
：
00
～
14
：
00

　
　

デ
ィ
ナ
ー
＆
バ
ー
18
：
00
～
22
：
00

（5） なつかしの国 石見



令和８年度　伴走型小規模事業者支援推進事業　事業計画書
［商工会議所計画実行型］ （概略版）

事業期間：令和９年２月２８日まで

【本事業の内容・支援サイクル】

　当所では、国から認定を受けた「経営発達支援計画」に基づき、小規模事業者の経営分析、
事業計画の策定、需要開拓などの伴走型支援を実施しています。
　今年度の事業計画は下記の通りです。

Ａ

Ｃ

D

Ｐ

小規模事業者の自立

Ｃｈｅｃｋ（展示会出展支援、認知度の向上　等）
（３）新たな需要の開拓に寄与する事業
　・小規模事業者認知度向上（地元ケーブルテレビの活用）
　管轄内小規模事業者の紹介番組を制作・放映することで、県内での周知を図り、認知度
を向上により、放映企業の来店客数や売上の増加に繋げる。

　・展示会等出展・開催支援（スーパーマーケットトレードショー2026）
　他団体等が主催する数多くのバイヤーを一堂に会した展示会への参加を促し、新規顧客
獲得や売上確保に繋げる。

Ｄｏ（進捗管理、自立支援　等）　／　Ａｃｔ（進捗管理、自立支援　等）
（２）事業計画策定後の実施支援
　・事業計画策定後のフォローアップ［補助対象外］

専門家派遣事業等を活用し、課題解決・実行力強化対策を講じる。

Ｐｌａｎ（問題点課題の抽出、対策の考察　等）
（１）事業計画策定支援
　・事業計画策定支援［補助対象外］
　島根県｢事業継続力強化アドバイザー派遣事業｣、島根県「商工団体の相談支援体制機能強
化事業」、島根県信用保証協会「専門家派遣事業『結』」、ミラサポ、島根県よろず支援拠点等
を活用する。

　・ローカルベンチマークによる分析・改善提案事業
　「企業の健康診断」ツールであるローカルベンチマークによる分析を基に、改善点を明らか
にし、中小企業診断士による問題解決に向けた指導・提案を行う。

　・ＤＸ推進の為の専門家派遣事業
　Ｗｅｂを活用した情報発信による新たな需要の開拓などに取り組む事業者に対して、自社
の状況や顧客を理解した上で、効果的な発信ができるよう、専門家派遣による診断を基に、
指導・提案を行う。

なつかしの国 石見 （6）



会議所ニュース企業広告募集
1/4ページ 5,000円
詳しくは、当所会議所ニュース担当者まで、

お問合せ下さい。

当所Facebookページ開設中！

www.facebook.com/ohdacci
セミナーや行事等の情報を発信しています。

大田商工会議所は、地域医療の中核を
担う大田市立病院を応援しています。

・かかりつけ医をもちましょう！
・救急医療を支えましょう！
・健康診断を受けましょう！

上下、左右それぞれ漢字２字の
言葉ができるように、リストか
ら漢字を当てはめてください。
最後に、リストに残った漢字を
組み合わせてできる３字熟語
を答えてください。

（7） なつかしの国 石見



検
定
試
験
案
内

〈
珠 

算
〉

　

試
験
日
…
10
月
25
日
㈰

　

申
込
み
…
9
月
7
日
～
９
月
24
日

日時　8 月30日（日）　10：00 ～ 15：00
場所　大森町並み、町並み交流センター
内容　綿貫ゆかショー、大道芸人さっちゃん、

銀力車無料乗車、縁日、
神楽、バナナのたたき売り 等

※飲食は数に限りがありますので、
　町内の飲食店をご利用下さい。

〔大森会場〕

▼
今
月
は
、
大
田
市
の
祭
り

「
天
領
さ
ん
」
が
市
内
３
か

所
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
入
所

以
来
、
大
田
会
場
で
女
性
会

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
「
正
調

踊
り
」
を
踊
っ
て
き
ま
し
た
が
、
４
月
の
部

署
移
動
を
機
に
事
務
局
を
離
れ
、
今
年
は
、

応
援
す
る
側
と
し
て
初
め
て
の
夏
で
す
。

　

当
日
は
大
変
暑
さ
が
厳
し
く
な
り
そ
う
で

す
が
、
皆
さ
ん
熱
中
症
に
気
を
付
け
て
楽
し

ん
で
踊
っ
て
く
だ
さ
い
。�

（
Ｏ
）

▼
食
欲
が
落
ち
る
こ
と
が
私
に
は
滅
多
に
な

い
の
で
、
そ
の
点
が
こ
の
夏
を
何
と
か
乗
り

切
れ
る
要
素
か
な
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

夏
バ
テ
対
策
に
な
る
食
べ
物
は
、
長
芋
、

タ
コ
、
き
く
ら
げ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
な

ど
色
々
あ
り
ま
す
。
家
族
み
ん
な
で
積
極
的

に
取
る
様
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
天
領
さ
ん
な
ど
の
お
祭
り
や
イ

ベ
ン
ト
で
の
熱
中
症
対
策
を
十
分
に
行
い
楽

し
い
夏
を
過
ご
し
た
い
で
す
。�

（
Ｈ
）

▼
７
月
28
日
、
熊
本
地
方
で
大
き
な
地
震
が

あ
り
ま
し
た
。
当
地
域
も
揺
れ
ま
し
た
ね
。

め
ま
い
の
よ
う
な
感
覚
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
地
震
も
前
回
の
熊
本
地
震
と
同
じ

く
、
長
周
期
地
震
動
で
階
級
４
、
高
層
ビ
ル

で
大
き
く
揺
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

当
所
は
、
高
層
階
は
な
く
、
耐
震
性
も
あ

る
の
で
す
が
、
建
築
か
ら
30
年
を
超
え
ま
し

た
の
で
、
ど
こ
か
に
支
障
が
出
て
い
な
い
か

心
配
に
な
り
ま
す
。�

（
Ｆ
）

後
　　 記

中小企業大学校広島校
テーマ 主な研修内容 期間 定員 受講料

人手不足対策講座（人材定着編）
（広島駅前開催）

・	 人材定着に必要な要素
・	「働きやすさ」を実現する職場環境の整備
・	 自社の人材定着プランづくり（演習）

9月3日～4日 25名 22,000円

女性リーダー養成講座 ・	 リーダーに求められる役割
・	 これからの働き方を考える 9月7日～9日 25名 32,000円

Web活用による「売れる仕組み」の
実践法（サテライト・ゼミin出雲）

・	 Webマーケティングの基本
・	 魅力的なコンテンツの作り方（演習）
・	 Webサイト運営と営業活動との連携方法

（演習）

9月28日～29日 15名 22,000円

※補助金制度がありますので、受講される方は当所までご連絡下さい。（℡ 82-0765）

二
字
熟
語

交
差
パ
ズ
ル
答
え

答え：海水浴

海に進出し、進化を遂げた海のは虫類「海竜」。
彼らはいつ海で生きることを選び、どのような生活を送
り進化したのでしょうか。
夏の特別企画展では、全長８mに達する首長竜エラスモ
サウルスの全身骨格をはじめ、多数の化石標本を展示し
て中生代の海とそこで生きた海竜たちに迫ります。

開催期間 　～９月２７日（日）

入 館 料 　大人　１２００円・
小中高生２５０円・幼児無料
※常設展示、プラネタリウム観覧を含む

問い合わせ 　三瓶自然館サヒメル　℡ 86-0500
ＨＰ　https://www,nature-sanbe.jp/sahimel/

夏の特別企画展

海竜大進化
～恐竜時代の
　　蒼き海へ～

なつかしの国 石見 （8）


